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要旨 
近年，技術者教育の質保証を目指した JABEE に見られる通り，技術者教育はその教育法を大きく見直

す時期に来ている．本稿では技術者教育を全人的に行う方策の一つとして，様々な技術者伝をロール

モデルとして提示することを提案する．これを通じて，学生や技術者は職業人としての行動規範や自

己開発の目標を学び取ることが期待される．それとともに，技術者のロールモデル提示を行うための

仕組として，技術者伝を系統的に蒐集し，利用者に知識基盤の一つとして提示するためのデータベー

ス構築を提案する． 

 

はじめに 

  ここ数年，JABEE による技術者教育の質保証をは

じめとする技術者教育の改善が各所にて検討され

ている．技術者教育は，大きく分けると１）基礎技

術・知識（座学や実験によって指導可能な科目），

２）創造性を含めた全人教育，の2種に分かれるが，

特に２）については，全人教育の定義するところに

より人間教育の一環である道徳／倫理教育や社会

性を育むための教育を含む．全人教育は，その理論

を教授されれば身に着くものではなく，教育機関外，

こと，社会との相互作用を経ることで知識を深化で

きる．このことから，技術者教育を教育機関内だけ

で捉えるのは難しい．本稿では，その解決法の一つ

として教育機関の種別や企業内教育に拠らず全人

教育的技術者教育の一つの方策として技術者のロ

ールモデルを多く提示する教育法を提案する． 

  ロールモデルの提示にはいくつかの方法がある．

身近な所で言えば，実際の職場の上司や先達，或い

は家庭における両親等年長者，近隣に住む年長者の

生き様がもっとも目にしやすいであろう．世界を広

げるならば，マスメディアで取り上げられる人物伝

が挙げられる．多くの情報が行きかう現代では一見

して見本となるべきロールモデルは多く存在する．

しかし，技術者教育等，特殊な目標に対するロール

モデルを考えると，一概に社会での露出度の高いロ

ールモデルだけを扱えば良いとは限らない．  

大橋 1)は，中等教育機関に属する生徒を対象に，

「技術者と聞いて思い浮かぶ名前を述べよ」と，複

数回答可でアンケートをとった．その結果をもとに，

希薄な存在としての技術者像を浮き彫りにし，後続

する技術者育成のためには魅力的なロールモデル

を提示し，人材誘引を行うことから始める必要があ

ると指摘している．さらには様々な産業におけるロ

ールモデルとして仕事やそれに携わる人を「見える

化」することで若者の進路指導にも大きく貢献でき

ると論じている．大橋の危惧にもある通り，社会全

般に認知される人物はマスメディアというバイア

スがかかる形で情報が伝播する．しかし，殆どの優

秀な人物は，各分野では認知されていても分野を外

れると社会全体に対する認知度は極減する．このこ

とは，特に後継者を育成することが目標となってい

る技術者教育にとっては重要な考察点となる． 

 もっとも正確なロールモデルの提示は，何と言っ

ても人物伝（伝記）の開示であろう．このことにつ

いて，坂井 2)は，科学者（または技術者）の人物伝

に期待される役割として，読み物として面白いとい

う以外に次の要素を述べている．１）歴史への興味

を開く，２）人物の業績を通じて様々な仕事に触れ

る，３）人物の生き方を通じて価値観や道徳観を形

成する，４）人の生き方と時代背景の関係から社会

への理解を深める，５）先人の努力への理解と敬意

を養う．それと共に，科学者の社会的役割，社会と

のかかわり，発明・発見に至る発想法・科学的思考

法も学べるとした．また，人物伝教材を上手く使う

ことで，一般教育としての科学において，ある種の

科学リテラシーの育成が可能なはずであると結論



 

付けている． 

  これらのことから，技術者教育を行う上で技術者

に特化した技術者伝は，有益な教材となり得ること

が示唆される．本稿では，これらの論点を更に掘り

下げ，技術者教育とロールモデルとしての技術者伝

の関係を考察し，教材として提供することの可能性

を検討する． 

 

技術者教育の歴史的展開 

  技術者教育を考えると一口に言っても，論じる人

や時代によりその切り口は様々である．ここでは，

主たる教育現場である学校教育機関および企業にお

ける技術者教育について歴史的に概観する． 

  明治期の技術者教育の歩みを略述すれば次の通り

である 3)．まず技術人材育成の拠点として工部大学

校（当初工学寮）が設立された．そこでは外国人教

師による高級技術者の教育が行われ，卒業生は官庁

や大学教師として指導的な責務を果たせる実力を身

につけた．その後，中堅技術者の育成にも着手し，

中堅技術者養成学校として工手学校や実用学校をは

じめとする各種学校が設立された．その使命には全

国職工学校教員養成も含まれている．明治末期から

は企業における技術者教育も徐々に行われている．

その後，各種学校・企業とも，技術者教育を担って

いる． この様に，技術者教育環境は明治時代以降充

実して進められた． 

  しかし，技術者教育は，全人教育として捉えるべ

きであるとする意見も存在する．経営管理工学の第

一人者であった桐淵は，1938 年に著した論文 4)にて

「技術者教育は全人教育たれ」と 記している． 

  桐淵の論文から，既に戦前期には学校に置いて技

術者教育を受けた学生が企業就職した際，彼らに対

して某かの不満が社会から発生していることがみて

取れる．彼はその原因を「狭義の純正技術教育に偏

しており，技術と経済とのパイプ役である技術経済

／管理技術は扱っていない．そのため，卒業生は自

信を持てないまま企業等へ就職し，その結果，学校

出に対する社会の非難は避けられない」と論じてお

り，学校における技術偏重の教育に危機感を抱いて

いる．続いて，根幹的な問題として「全人教育の欠

落」があるとしている．更に，これらの世情を「誤

った教育観から来る“実行の訓練”（行の教育）にあ

る」と述べ，その過ちは，学校制度のみならず社会

全体に端を発していると考察し，「学生生徒は家庭と

社会と学校との三者主を組み合つた中に置け」と提

言している． 

  企業における技術者教育の方法・方針は，北川5)，

沼倉6)，中尾7)等，いくつかの報告事例がある．いづ

れの報告においても共通するのは，人材育成の有用

性，即ち，高邁な目的と自ら考える力を持った，現

代風に言えば「生きる力」の育成が一つの目標とな

っている．しかし，研究開発期間が短期化するのに

伴い，常に新しい知識を社員に吸収してもらう必要

があることから，社内教育には最新技術に関する教

育が多く，人材育成に関する具体的な例は提示され

ていない．むしろ，人材育成 は OJT 的に行われる，

即ち，現実問題を解決するプロセスで育成されると

いう見方が大勢の様である． 

 

「生きる力」 

  前章にて，「生きる力」という用語を導入したが，

これについて少し補足する．「生きる力」は，平成8

年に中央教育審議会答申として提言されたもので，

全人的な力として次の様に解説されている．“[生き

る力]は，単に過去の知識を記憶しているということ

ではなく，初めて遭遇する様な場面でも，自分で課

題を見つけ，自ら考え，自ら問題を解決していく資

質や能力である”．この考え方を踏まえ，教育は子供

たちの「自分さがしの旅」を扶ける営みと言い換え

ている． 

  「生きる力」は，まさしく生涯学習の必要性とと

もに起こった考え方であり，時々刻々と変化する周

辺状況を踏まえつつ，自らはどの様に振舞えばよい

のかを考え，判断する力の重要性と，常に得る事の

できる新しい知識・情報を用いて価値ある新しいも

のを生み出す創造性へと繋がる． 

 

キャリア形成とロールモデル 

  人材育成の一つの手段として挙げられるものにロ

ールモデルの活用がある．明治期の日本は西洋諸国

をモデルとして国づくりを行ったが，平川 8)は特に

「西国立志編（原著「自助論」）」が日本の近代化に

多大なる影響を与えたことを論じている．平川は著

書の中で，明治期の日本の近代化には西洋諸国の模

範＝ロールモデルがあり，それを上手く取り入れる

ことで日本の近代化は進んだ，と書いている．国の

あり方に限らず，人の在り方も「倫理」「宗教」とい

う形で規定されるが，通常はそれらより緩く現実的

なロールモデルの存在を多く見ることの方が理にか

なっている． 



 

 
 
 

  ロールモデルを用いた人材育成も，現在多くの所

で実現されている所であるが，特に女性，それも，

社会に出て働く女性のキャリア形成とロールモデル

の在り方は良く研究されている．羽田野 9)は，女性

のキャリア形成を支援する，という観点からインタ

ビュー調査によるロールモデルの蒐集とブックレッ

ト等学習教材の作成によるロールモデルの提示を行

い，キャリア形成の支援プログラムにおけるロール

モデルの活用方法を検討・整理している．教材は，

1)事例提示型，2)キャリア回顧・展望型, 3)事例分

析型，のいづれかの方法で活用され，ロールモデル

の提示を行うことで女性のキャリア形成に結びつけ

る，即ちキャリア目標を持ちやすくすることが有益

であるとしている．その際，「身近な存在であること」

が重要とされている． 

 

教育における人物伝の位置づけ 

 本稿で考えたい全人教育は，その中でも特に道徳

／倫理教育に重きを置くものである．これは，元来

教育機関の中でのみ育成されるものではなく，生涯

かけて育成されるべき能力である．しかし，その礎

となる力は特に教育機関において育成され，修身・

道徳以外にも生涯学習を行うための基礎として，国

語教育における「伝記を読む」という行為を経て自

己形成のあり方を会得するという形で取り上げら

れている．本節ではこの点について概観する． 

  わが国では，少なくとも教育指導要領のレベルで

は，技術者伝を直接扱う教育について言及されたこ

とはない．しかし，初等中等教育における「国語」

の中で，「（文章を）読む」「伝記」という形で，人

物伝を教材として取り上げ，児童・生徒の自己形成

の一助とする教育法について述べている．これは，

昭和 26 年より平成 9 年までの学習指導要領に記述

されており，平成10年に一旦消えたが平成21年に

は復活する．特に昭和 26 年における学習指導要領

には，「伝記の選び方と読み方」という項目を挿入

し，授業内での伝記（人物伝）の扱い方についてそ

の目的とともに詳述されている．まず，単元設定の

理由には次の4点が記されている．１）統計情報と

して，この年齢（中学生）の生徒は読み物として一

般に伝記を好む，２）生徒が将来の進路を決定する

時に優れた人物の伝記に接することは大いに必要，

３）長文読破のための準備と能力を持つ，４）社会

生活に必要な言語上の技術を発達させるために必

要な総合力を組織化できる． 

  その学習目標は，単純に国語力をつけることに留

めず，全人教育として次の点が設定されている．１）

どんな見地から伝記を選ぶべきかを学ぶ，２）伝記

を読むことの意義と価値を知る，３）一生を通じて

喜びと感激とを得る源として伝記を読むことを学

ぶ，４）人々が身をささげて社会生活に寄与したこ

とを学び，また，その進化を認める，５）様々な国

の多くの人々が文化に対して貢献していることを

学ぶ，６）生活の指針となる実例を示す，７）めい

めいの人生観を発達させるのを助ける，８）教養と

楽しみのため，伝記を読む習慣を見につける，９）

書物を通して他人を理解する能力を身につける，１

０）有名な人々の一生について，他人の前で話すこ

とを覚え，話す技術を増進する． 

  即ち，昭和 20 年代～40 年代の学習指導要領にお

ける人物伝の扱いは，人生において最も多感である

児童・生徒に人生を歩む際のロールモデルをどの様

に取得し，一生にわたって自ら学び続けるための基

礎鍛錬を行っているといえる． 

  これまでに述べた内容は，現代においても読書力

という観点から主張されている．齋藤10)は，著書「読

書力」中の「自分をつくる――自己形成としての読

書」において，更に一歩踏み込み，「暗黙知や身体

知の世界が，優れた著者の言葉によってはっきりと

言語化される」と言及しており，読書方法によって

はそれ自体が自らの体験となりえること，人物伝は

宗教に代わる有益なもの（生きる上での行動規範）

であり，何種類もの生き方モデルを心の中に組み入

れることの重要性を説いている． 

  応用的に，産業能率大学では，「経営者30人に学

ぶ経営革新」1という表題でスキルアップ通信講座を

開講しており，歴史に名を残した経営者の足跡から

経営局面の課題解決や経営革新のロールモデルを

提示することで人材育成を行っている． 

 

技術者教育における技術者伝 

  以上のことから，技術者教育における技術者伝の

位置づけを行うと，次の様になる．技術者教育は，

１）狭義の技術者教育（知識としての技術を活用す

る）と，２）全人教育（得られた知識を活用し，社

会に貢献する）に分けることができる．この内，１）

                                                   
1 http://www.hj.sanno.ac.jp/cgi-bin/WebObjects/108411de0d5.woa/ 

wa/read/108fc8d8ef3/?index_view=10995fd1429&content_view=108c0a

2cdbc を参照のこと． 



 

は教授活動を行うことが可能であり，専門分野毎に

教授法を含めた考察がなされている．また，研究テ

ーマを与え，問題解決を行うことで，応用能力を付

けさせることもできる． 

  しかし，２）については，座学だけで全てをまか

なうことは不可能で，最終的には個人の意欲に頼ら

ざるを得ない．ロールモデルの提示の代わりに倫理

観を講義する手法も勿論存在する．しかし，昨今の

技術者倫理教育は倫理的ジレンマを学習者に与え，

どの様に振舞うべきかを考えさせる手法 11)が主流

である．この方法が学習者にとって有益であること

は言うまでもないが，前提条件として「生きる力」

を学生が持っていることが必要である．過去の知識

を引き出すだけしか訓練されていない学生が倫理

的ジレンマに遭遇した場合，自ら問題解決を行うこ

とに対して躊躇いが発生しないとも限らない．それ

は，まさしく桐淵が述べていた「自身が出した回答

に自信が持てない」ことからどの様に考えて良いの

かがわからず，倫理的ジレンマがストレスとなって

学習者を襲い，結果として答えが分からない不満だ

けが残ってしまう． 

  かかる悪循環を解決する一助に，過去の技術者た

ちが現実世界に起きた様々な問題をどの様に解決

してきたか，どういう問題意識から技法や製品の開

発を着想したかを示す，即ち，数多く存在する技術

者たちの生き様をロールモデルとして予め学習者

に提示することで，後進の技術者としてのキャリア

形成を豊かにできるのではないかと考えられる． 

  このロールモデルの提示が技術者伝であり，理想

的には詳細な情報を与えることのできる人物伝が

望ましい．しかし，それは多くの情報提示を行うに

は時間的制約があることと，人物伝になっている技

術者自体が多くないことから，技術者伝の扱う範疇

は人物伝のみならず追悼文にも求められる． 

  追悼文は，元来は故人の生涯を簡潔にまとめたも

のであるが，故人の記憶の新しい内に故人への想い

とともに記されることが多く，その生涯における業

績とともに人柄までを短文で記されることが期待

される．そのため，技術者の追悼文を蒐集し，デー

タベースを構築することで，多くの技術者の行き方

を短文で紹介できる．即ち，短時間で多くの技術者

のロールモデルを追跡することが可能となる． 

 

まとめ：追悼文データベースの意義 

  以上のことから技術者伝の役割を述べてきたが，

実際に多くの技術者伝をロールモデルとして提示

するには某かの手段が必要である．堅実なやり方は，

各分野で著名な人物について技術者伝を構築する

ことであるが，現在の技術分野は細分化されており，

それぞれに第一人者が存在するため，全ての人物に

ついて技術者伝を正規に作成することは難しい．そ

こで，本稿では学術雑誌や書物に記載されている人

物の生涯を簡潔にまとめた追悼文に着目する． 

  多くの人物についての追悼文を蒐集・整理するこ

とで，各技術分野の第一人者の情報をコンパクトに

収集することが可能となる．本データベースは，現

在筆者が構築中である．その仕組は単純で，技術者

に関する情報をインデックス化し，各人物について

生没年等基礎情報，および追悼文より抽出されたキ

ーワード，追悼文が掲載された書誌情報を１レコー

ドとしてデータベースに保存する．データベースが

あれば，後はその書式にあわせる形で適宜便利に使

うためのユーザインターフェースを構築できる． 

  このプロセスを経て，大橋が述べていた希薄な存

在としての技術者に少しでも光があたるのではな

いかと考えている．更には，多くのロールモデルが

集まることで，それらの関係をネットワーク図に示

すなどの行為をへて，技術者個々人をより際立たせ

ることができると考えている． 
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